
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６０７

挑戦的萌芽研究

2014～2013

ヒトを含む類人猿の性的二型とその多様性を制御する分子機構の解明に向けて

A pilot study for elucidating molecular mechanisms regulating sexual dimorphism and 
diversity of human and non-human primates

４０４０１２２８研究者番号：

太田　博樹（Oota, Hiroki）

北里大学・医学部・准教授

研究期間：

２５６５０１５４

平成 年 月 日現在２７   ６   １

円     3,200,000

研究成果の概要（和文）：【目的】性ホルモンの周期的変動に同調して発現量が変化する遺伝子のリストを作成する【
方法】自然排卵のニホンザル２頭のestradiolとprogesteroneの血中濃度の経時的変動から、排卵直前と直後のそれぞ
れのホルモン血中濃度のピークを示す日時の血液試料からRNAを抽出・精製しRNAseqを行い、それぞれ発現量が変化し
ている遺伝子のリストを作成する。【進捗】現在、RNAseqの結果得られたRaw Dataを解析中である。４検体でほとんど
差が無い Read 数が得られた。

研究成果の概要（英文）：[Purpose] In this study, we try to provide a list of the genes that change the 
expression levels in phase with oscillation of sex hormones. [Materials&Methods] Blood samples were 
collected from two Japanese macaques with spontaneous ovulation. The blood concentrations of estradiol 
and progesterone were measured with time. We extracted RNAs from the blood at the peaks of the hormone 
concentrations just before and after ovulation, and conducted RNAseq for the four samples. [Progress] We 
are going to analyze the raw data of RNAseq.
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１．研究開始当初の背景 

人類はヒト（Homo sapiens）へ進化する過

程で性差（＝性的二型）が小さくなった。す

なわち、Gorilla 属は単雄で性的二型が大きい。

一方、Pan 属では乱婚で性的二型は小さい。

排卵と発情を切り離しているという点でヒ

トは Pan 属タイプである。これはヒト化/ 

hominization のプロセスで採られた一つの

生殖戦略と考えられるが、霊長類においては

性的二型が分子レベルでどのようにコント

ロールされているか殆んど不明である。 

 

２．研究の目的 

本研究は、ヒトを含む霊長類の生殖戦略に関

する生態学知見を、性ホルモンに関する生理

学データと、特にステロイドの代謝酵素であ

る CYP 遺伝子ファミリーに着目し、霊長類

の生殖戦略を制御する分子機構解明の手が

かりをつかむことを目的とする。 

 

３．研究の方法 

上記の目的を達成するために２つの基本的

なデータ収集をおこなった。（１）フィール

ド試料を分析するため血液採取の困難が予

想される。そこで唾液に含まれる RNA の変動

が血液中でのRNAの変動をトレースするか調

べた。また（２）性ホルモンの周期的変動に

同調して発現量が変化する遺伝子のリスト

を作成する必要がある。そこで自然排卵のニ

ホンザル２頭の estradiolと progesteroneの

血中濃度の経時的変動データから、排卵直前

と直後のそれぞれのホルモン血中濃度のピ

ークを示す日時を特定し、その日時に採取さ

れた血液試料から RNA を抽出・精製し

RNAseqを行った。 

 

４．研究成果 

【結果 1】①3 時間毎に採取したヒトの唾液

から RNAを抽出し、②定量 PCRを行い時計

遺伝子の１つであるPER2遺伝子の発現変動

がトレースできるか実験をおこないこれに

成功した。【結果 2】４検体でほとんど差が無

い Read 数が得られた。現在、RNAseqの結

果得られた Raw Dataを解析中である。この

解析結果から、それぞれ発現量が変化してい

る遺伝子のリストを作成する。 
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